
（コスモスの花ことば）

02 企業トピックス
    　   （有）渡邊梵鐘
04 会議所の動き

06 輝け…新社会人

07 正副・委員長・部会長会議
 トラック協会要望

08 相談所の動き

10 私の健康法

11 ホームタウン情報

12 まちづくりを考える
 天童市のまちづくり
13 青年部・女性会コーナー

14 ソフトボール・東北珠算大会

15 インフォメーション

天童商工会議所天童商工会議所
h t t p : / / www . t e n docc i . c om /h t t p : / / www . t e n docc i . c om /
天童商工会議所

h t t p : / / www . t e n docc i . c om /
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九
〇
〇
年
の
伝
統
を
誇
る
鋳
物
の
町
山

形
市
銅
町
か
ら
、
縁
あ
っ
て
天
童
市
荒
谷

に
移
転
。
㈲
渡
邊
梵
鐘
は
、
宝
暦
元
年
創

業
の
老
舗
で
、
現
在
の
菅
江
社
長
は
十
代

目
と
な
り
ま
す
。

　
八
代
目
で
父
で
あ
り
師
匠
で
あ
る
、
故

渡
邊
一
郎
は
、
青
木
一
郎
教
授
（
京
都
工

芸
繊
維
大
学
・
故
人
）
の
も
と
で
梵
鐘
の

音
響
学
を
学
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
長
野

垤
志
（
人
間
国
宝
）
吉
田
久
継
（
日
展
参

事
）
両
氏
の
薫
陶
を
受
け
、
全
国
各
地
の

梵
鐘
や
仏
像
の
製
造
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
様
子
を
小
さ
な
頃
か
ら
見
て
育
っ

た
菅
江
社
長
は
、
自
然
な
形
で
後
を
継
ぎ

ま
し
た
。

　
山
形
鋳
物
は
、
品
質
が
優
秀
で
、
鉄
鋳

物
か
ら
軽
合
金
鋳
物
・
銅
合
金
鋳
物
と

色
々
な
業
種
が
あ
り
、
機
械
部
品
鋳
物
・

日
用
品
鋳
物
・
工
芸
品
鋳
物
と
様
々
な
物

が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
文
化
を
代
表

す
る
茶
道
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
茶
の
湯

釜
は
八
割
は
山
形
産
だ
そ
う
で
す
。

　
渡
邊
梵
鐘
で
は
、
梵
鐘
だ
け
で
は
な
く

仏
像
・
茶
の
湯
釜
・
銅
鐸
・
床
置
・
レ
リ
ー

フ
な
ど
青
銅
鋳
造
品
・
美
術
工
芸
品
な
ど

を
製
造
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
東
北
で
唯
一
梵
鐘
を
作
っ
て
い

る
会
社
で
す
。
 

　
梵
鐘
は
、
銅
と
錫
の
合
金
を
溶
解
し
注

湯
し
て
作
ら
れ
ま
す
。
堅
く
て
重
い
鐘
で

す
が
、
あ
た
た
か
さ
や
、
や
さ
し
さ
を
感

じ
ら
れ
る
物
、
グ
ォ
ー
ン
（
ご
恩
）
と
響

く
鐘
に
し
た
い
と
い
つ
も
思
い
な
が
ら

作
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
、
六
〇

を
超
え
る
工
程
を
、
す
べ
て
伝
統
に
培
わ

れ
た
技
と
人
間
の
手
を
か
け
て
い
る
か
ら

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
菅
江
社
長
は
、
平
成
八
年
に
山
形
鋳
物

の
伝
統
工
芸
士
と
な
り
ま
し
た
。
伝
統
的

技
術
・
技
法
を
後
世
に
つ
な
い
で
い
く
こ

と
は
、
大
変
重
要
な
こ
と
で
す
。
菅
江
社

長
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｏ
が
出
演
す
る
「
ザ
！

鉄
腕
！
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
！
」
で
ダ
ッ
シ
ュ
村
の

半
鐘
を
作
る
指
導
を
行
い
、
Ｔ
Ｖ
放
映
さ

れ
ま
し
た
。
大
き
さ
は
違
い
ま
す
が
、
半

鐘
を
作
る
工
程
を
全
国
の
方
々
に
見
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
、「
鋳
物
を
つ
く
る
」
と

い
う
技
術
・
技
法
を
理
解
し
て
も
ら
い
、

伝
統
工
芸
士
の
役
務
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
形
市
は
二
十
一
世
紀
を
む
か

え
る
に
あ
た
り
、
市
民
の
平
和
へ
の
願
い

を
新
た
な
千
年
紀
に
伝
え
る
た
め
、
西
暦

二
〇
〇
〇
年
十
二
月
に
「
千
年
和
鐘
」
を

製
作
し
ま
し
た
。
菅
江
社
長
は
こ
の
製
作

に
も
携
わ
り
ま
し
た
。
一
二
〇
〇
年
の
歴

史
を
持
つ
山
寺
の
と
も
し
火
と
、
蔵
王
頂

上
の
太
陽
の
火
と
を
あ
わ
せ
て
、
一
つ
の

火
種
と
し
ま
し
た
。
こ
の
火
種
で
溶
鉱
炉

に
火
を
お
こ
し
銅
を
溶
か
し
、
高
さ
一
･七

Ｍ
、
直
径
〇
･九
Ｍ
、
重
さ
一
ｔ
の
千
年
和

鐘
を
作
り
ま
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
十
二
月

三
十
一
日
山
形
の
大
晦
日
の
夜
に
、
平
和

へ
の
願
い
を
乗
せ
て
、
澄
ん
だ
音
を
響
か

せ
ま
し
た
。
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  ひ
た
す
ら
に

　
  よ
り
よ
い
響
き
と
平
和
を
願
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
今
日
も
梵
鐘
づ
く
り
 

　
創
　
　
　
業

　
梵
鐘
を
後
世
に

企
業
ト
ピ
ッ
ク
ス
　
第
６
回
／
㈲
渡
邊
梵
鐘
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梵
鐘
を
作
る
こ
と
は
、
仏
事
で
す
か
ら
、

工
芸
品
な
ど
を
作
る
こ
と
と
は
違
い
昔
か

ら
儀
式
が
あ
り
ま
す
。

《
火
入
れ
式
》

　
火
入
れ
の
前
に
、
無
事
に
梵
鐘
が
で
き

る
よ
う
に
、
祭
壇
を
作
り
お
坊
さ
ん
や
関

係
者
で
読
経
し
、
お
参
り
を
す
る
。
そ
の

後
、
溶
解
し
た
銅
と
錫
を
型
に
鋳
込
む
。

《
取
上
げ
式
》

　
火
入
れ
式
の
翌
日
、
ま
だ
熱
い
鋳
型
を

こ
わ
し
て
梵
鐘
を
取
り
出
す
。
こ
の
取
り

上
げ
の
様
子
が
、
お
産
の
時
の
苦
し
み
の

よ
う
で
、
取
り
出
し
た
梵
鐘
に
腰
巻
を
ま

き
安
産
を
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、
良
い
鐘
が

出
来
た
。
こ
れ
に
習
い
、
こ
の
腰
巻
を
譲

り
受
け
産
婦
に
か
け
た
と
こ
ろ
、
め
で
た

く
安
産
し
た
と
の
事
。

　
こ
の
よ
う
な
儀
式
を
行
い
、
数
々
の
梵

鐘
を
つ
く
り
納
め
た
証
と
し
て
、
事
務
所

に
は
た
く
さ
ん
の
賞
状
が
飾
ら
れ
て
い
ま

す
。
多
く
の
人
々
か
ら
喜
ば
れ
、
感
謝
さ

れ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
渡
邊
梵

鐘
の
歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。

　
菅
江
社
長
は
、「
仕
事
に
慣
れ
て
は
い
け

な
い
。
手
抜
き
を
覚
え
て
し
ま
う
か
ら
。

そ
れ
は
、
仕
事
も
人
間
も
だ
め
に
な
る
」

と
八
代
目
の
父
か
ら
教
え
ら
れ
た
そ
う
で

す
。
一
つ
一
つ
の
工
程
を
大
切
に
、
基
本

ど
お
り
作
業
を
行
う
こ
と
が
、
よ
い
仕
事

を
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
句
か
ら
連
想
す
る
鐘
の
音
は
ど
ん

な
音
色
で
し
ょ
う
か
。
天
高
く
澄
ん
だ
秋

の
夕
暮
れ
に
、
荘
厳
な
ひ
び
き
と
余
韻
を

放
つ
鐘
の
音
で
し
ょ
う
か
…
…
。
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企 業 の 概 要

事業所名　有限会社 渡邊梵鐘

代表者名　菅江　浩二（浩峰）

住　　所　天童市荒谷2788

　　　　　　TEL 023－653－3468　FAX 023－653－0288

URL：http://www.net.sfsi.co.jp/watanabebonsyou

E-mail：bonsyou@net.sfsi.co.jp

業務内容　梵鐘、仏像、茶の湯釜、レリーフ、その他

　　　　　青銅鋳造品、美術工芸品の製造・販売

　
初
心
を
忘
れ
ず
に

　
柿
食
え
ば

　
　
　
鐘
が
鳴
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
法
隆
寺

（
正
岡
子
規
）
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去
る
九
月
六
日
（
水
）
、
当
所
加
入
者
大
会

が
天
童
市
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
第
一
部
に
「
会
員

企
業
従
業
者
表
彰
式
」
、
第
二
部
に
「
も
の
ま

ね
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」
、
そ
し
て
最
後
に
豪

華
賞
品
が
当
た
る
大
抽
選
会
と
い
う
内
容
で

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
会
員
企
業
従
業
者
表
彰
式
」
は
、
永
年
企

業
の
繁
栄
と
地
域
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
従

業
者
の
皆
様
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
特
に
三

十
年
以
上
勤
続
の
方
に
は
、
日
本
商
工
会
議

所
会
頭
と
の
連
名
表
彰
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
受
賞
者
は
三
十
三
人
（
下
記
の

通
り
）
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

当
所
で
は
、
今
後
も
二
年
に
一
度
「
表
彰
式
」

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
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会員企業従業者表彰式受章者名簿
勤続30年以上

事業所名勤続年数氏　　名
カクシメ運送 ㈱33秋葉　秀正
カクシメ運送 ㈱33片桐喜久夫
出羽桜酒造 ㈱30秋葉　啓二
日新製薬 ㈱30今野　和夫
日新製薬 ㈱30深瀬　正二

勤続20年～29年
㈱ 天童ホテル20安達光治郎
㈱ 天童ホテル20阿部　正俊
㈱ 天童ホテル20角田　健次
出羽桜酒造 ㈱20神尾　久和
出羽桜酒造 ㈱20国井　好子
出羽桜酒造 ㈱20三沢　照子

勤続10年～19年
事業所名勤続年数氏　　名

日新製薬 ㈱10佐藤　真一
日新製薬 ㈱10佐藤　淳子
日新製薬 ㈱10鈴木千恵子
日新製薬 ㈱10滝口　豊和
日新製薬 ㈱10土屋　雅彦
日新製薬 ㈱10丹羽　由美
日新製薬 ㈱10深川　俊夫
日新製薬 ㈱10森　久美子
日新製薬 ㈱10山内　宏一
㈲ 富士メンテナンス工業10森谷　　淳
㈲ ホリコシ10東海林仁一

勤続20年～29年
事業所名勤続年数氏　　名

日新製薬 ㈱20伊豆田由美
日新製薬 ㈱22中村　豊子
㈲ 富士メンテナンス工業20高橋　　守

勤続10年～19年
さくら理容所19鈴木真由美
㈱ 東海林製作所18真木　慶浩
㈱ 東海林製作所18石山　　淳
㈱ 新東京ジオ・システム13丹野　堅司
㈱ 新東京ジオ・システム12佐藤　拓二
日新製薬 ㈱11土屋　恵美
日新製薬 ㈱11大内　孝子
日新製薬 ㈱10遠藤　皇人

主催者あいさ主催者あいさつつ

山本会山本会頭頭
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第
二
部
の
「
も
の
ま

ね
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」

で
は
、
ノ
ブ
＆
フ
ッ
キ
ー

と
ブ
ラ
ボ
ー
中
谷
を
む
か

え
、
約
九
〇
分
間
の
シ
ョ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
に
「
今
日
は
皆
さ
ん
、
バ
カ

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
ブ
ラ
ボ
ー
中

谷
の
マ
ジ
ッ
ク
に
始
ま
り
、
こ
と
ば
の
通
り

無
心
に
「
バ
カ
」
に
な
っ
て
楽
し
め
る
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
「
会
場
に
来
た
皆
さ
ん
も
大
変
で

し
ょ
う
が
、
呼
ば
れ
た
私
達
も
大
変
な
ん
で

す
！
」
と
ユ
ニ
ー
ク
な
ト
ー
ク
で
入
っ
て
き

た
ノ
ブ
＆
フ
ッ
キ
ー
。
笑
い
の
ト
ー
ク
と
は

裏
腹
に
、
本
物
そ
っ
く
り
の
も
の
ま
ね
に
は
、

会
場
内
か
ら
大
歓
声
が
沸
き
上
が
り
、
拍
手

が
鳴
り
止
ま
な
い
シ
ョ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
恒
例
と
な
っ
た
大
抽
選
会
で
は
、
豪
華
賞

品
が
用
意
さ
れ
、
当
選
番
号
が
発
表
さ
れ
る

た
び
に
、
会
場
内
に
は
大
き
な
ど
よ
め
き
が

お
こ
り
ま
し
た
。

　
大
抽
選
会
に
は
、
ノ
ブ
＆
フ
ッ
キ
ー
、
ブ

ラ
ボ
ー
中
谷
も
参
加
、
一
段
と
ヒ
ー
ト
ア
ッ

プ
す
る
 時
  間
 の
な
か
、
当
選
く
じ
が
引
か
れ

と
 
き

る
に
つ
れ
て
会
場
内
の
緊
張
感
も
頂
点

に
…
…
。
抽
選
会
の
目
玉
賞
品
「
旅
行
券
」

の
番
号
が
最
後
に
発
表
さ
れ
た
瞬
間
に
は
、

大
き
な
た
め
息
と
拍
手
が
入
り
交
り

ま
し
た
。

　
当
所
で
は
、
会
員
の
皆
様
に

日
頃
の
感
謝
の
意
を
込
め
て
、

こ
の
よ
う
な
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
後
も
、
事
業

運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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本物そっくりの歌声にうっとり本物そっくりの歌声にうっとり……

幸運な当選者「おめでとう幸運な当選者「おめでとう」」

笑いと感動の会場笑いと感動の会場内内

ももももももももももももももももももももももももももももももももものののののののののののののののののののののののののののののののののまままままままままままままままままままままままままままままままままねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねね、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、マママママママママママママママママママママママママママママママママジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッックククククククククククククククククククククククククククククククククシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシショョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーににににににににににににににににににににににににににににににににに大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声ものまね、マジックショーに大歓声！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

くじの引き手も緊張の大抽選くじの引き手も緊張の大抽選会会
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大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
行
き
交
う
中
を
通
り
、

私
は
会
社
に
向
か
い
ま
す
。
山
形
丸
魚
は

地
元
消
費
者
に
豊
か
な
食
生
活
を
届
け
る

卸
売
業
と
し
て
、
朝
か
ら
夜
ま
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
学
生
の
頃
か
ら
、
自
分
の
生
ま
れ
育
っ

た
山
形
で
働
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

様
々
な
企
業
と
出
会
っ
た
中
で
、
食
の
提

供
だ
け
で
は
な
く
、
環
境
へ
の
配
慮
な
ど

に
も
取
り
組
み
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
る

会
社
の
姿
勢
に
共
感
を
覚
え
、
就
職
を
希

望
し
ま
し
た
。

　
仕
事
内
容
は
一
般
事
務
で
、
電
話
の
応

対
や
、
来
社
さ
れ
た
お
客
様
の
応
対
も
し

て
い
ま
す
。
最
初
は
電
話
に
出
る
の
に
も

怖
気
づ
い
て
し
ま
い
、
な
か
な
か
出
る
こ

と
が
で
き
ず
、
落
ち
込
む
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
先
輩
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
最

近
は
自
信
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
保
険
関
係
の
手
続
き
も
大

事
な
仕
事
の
一
つ
で
、
こ
ち
ら
は
ま
だ
書

類
作
成
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
実
践
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
身
に
付

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
言
葉
遣
い
や
、
社
内
・
社
外
の
方
に
対

す
る
気
遣
い
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い

点
も
多
い
で
す
が
、
小
さ
な
こ
と
の
積
み

重
ね
を
大
切
に
し
、
日
々
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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㈱山形丸魚

　　　本社　総務部

 松 　 田 　 玲 　 奈 さん
まつ だ れ な

○趣味：映画鑑賞・旅行

○好きな言葉：感　動

輝け…新社会人
社会人としての抱負

［会  社  概  要］

株式会社 山形丸魚
代表者名　矢　野　秀　弥

〒994-0068
　天童市高擶1453－1

　T E L 023－658－3330
　FAX 023－658－3340

事業内容　生鮮食品卸売
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地
域
で
唯
一
の
経
済
団
体
で
あ
る
商
工

会
議
所
の
重
要
事
業
の
一
つ
で
あ
る
「
建

議
要
望
事
業
」
に
つ
い
て
、
正
副
会
頭
、

委
員
長
（
総
務
・
地
域
振
興
）、
部
会
長

（
七
部
会
）、
青
年
部
会
長
・
女
性
会
会
長
、

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
継
続
的
な
要
望
も
含
め
十

三
の
要
望
事
項
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
内
容
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
昨
年
の
半
数
の
要
望
と
な
り
ま
し
た

が
、
業
界
の
問
題
や
街
づ
く
り
へ
の
提
案

な
ど
幅
広
い
要
望
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
常
議
員
会
を
経
て
天
童
市
と

の
懇
談
会
（
十
月
十
二
日
予
定
）
で
正
式

に
提
出
さ
れ
ま
す
。

　
要
望
事
項
に
つ
い
て
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。
天
童
市
か
ら
の
回
答
が
得
ら
れ
ま

し
た
ら
、
会
員
の
皆
様
に
改
め
て
お
知
ら

せ
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

提案要望事項

１．物資納入等に関する地元企業優先発

注について

２．商工会議所関連団体への補助金等に

ついて

３．国際化に対応した街づくりのための

施策について

４．中心市街地・市内商店街等の活性化

事業への支援について

５．市内工業団地の開発と整備促進につ

いて

６．天童市内建設業者への建設関連事業

の発注について

７．自然災害に強い町づくりについて

８．観光物産課の存続について

９．天童市の交流人口拡大について

10． 烏の糞害について

11． 自然災害等における協力体制の早

急な確保、連携強化について

12． 天童冬の陣　平成鍋合戦について

13． 天童と若松寺、山寺を結ぶ市営バス

の路線の拡大について

　
社
団
法
人
山
形
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら

「
運
賃
料
金
の
適
正
化
の
必
要
性
に
理
解
」

と
し
て
、
各
関
係
機
関
に
要
望
書
の
提
出

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ご
承
知
の
通
り
、
最
近
の
燃
料
価
格
が

異
常
な
ほ
ど
の
高
騰
を
示
し
て
お
り
、
各

企
業
と
も
大
変
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
経
営
危
機
に

直
面
し
て
い
る
の
が
ト
ラ
ッ
ク
業
界
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
中
小
零
細
事
業
者
が
九
十

九
％
を
占
め
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
者
に

と
っ
て
危
機
的
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
花
山
形
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
し
て
、

経
済
団
体
や
関
係
機
関
等
へ
標
記
の
要
望

書
の
提
出
を
緊
急
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
業
界
と
し
て
、
徹
底
し
た
省
エ
ネ
対
策

や
低
価
格
を
目
指
し
た
燃
料
の
共
同
購
入

な
ど
の
自
助
努
力
は
し
て
い
る
も
の
の
、

軽
油
価
格
が
そ
れ
以
上
に
高
騰
を
続
け
て

い
る
こ
と
か
ら
要
望
書
の
提
出
に
な
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
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当
所
工
業
部
会
（
鎗
水
景
一
部
会
長
）
で

は
九
月
十
五
日
（
金
）
滝
の
湯
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
市
内
四
工
業
団
地
の
連
携
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
新
た
な
企
業
連
携

や
受
注
を
発
掘
す
る
た
め
に
市
内
四
工
業
団

地
と
の
共
催
に
よ
り
初
め
て
実
施
し
た
も
の

で
、
三
十
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。「
小
さ
な

会
社
の
大
き
な
変
革
」
と
題
し
て
の
合
同
セ

ミ
ナ
ー
、
二
社
よ
り
取
り
組
み
の
事
例
発
表
、

交
流
会
を
通
じ
て
実
際
に
受
注
に
つ
な
が
る

な
ど
参
加
し
た
方
は
お
互
い
の
交
流
を
深
め

合
い
ま
し
た
。
 

 

　
天
童
市
雇
用
対
策
協
議
会
（
加
藤
昌
宏
会

長
）
で
は
九
月
二
十
一
日（
木
）天
童
ホ
テ
ル

に
お
い
て
「
定
年
後
の
人
生
を
ど
う
生
き
ま

す
か
」
を
テ
ー
マ
に
高
年
齢
者
雇
用
推
進
者

講
習
「
生
き
が
い
塾
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

定
年
後
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
意
識
を
持
っ
て

い
る
方
や
労
務
担
当
者
な
ど
二
十
八
名
が
参

加
し
、
熱
心
に
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
在
職
中
に
定
年
後
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
想
定
し
て
行
動
を
開
始
す

る
ヒ
ン
ト
に
な
る
な
ど
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー

と
な
り
ま
し
た
。
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▲会員企業の取り組み事例発表

三協オイルレス工業三協オイルレス工業㈱㈱ ネットウェブケアシステネットウェブケアシステムム㈱㈱

▲交流会であいさつする鎗水部会長
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九
月
二
十
一
日（
木
）午
後
一
時
よ
り
、
上

山
市
・
日
本
の
宿
古
窯
に
お
い
て
、
第
五
十

一
回
青
色
申
告
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
ご

来
賓
多
数
を
お
迎
え
し
、
ま
た
東
北
六
県
各

地
よ
り
多
く
の
会
員
が
参
加
し
て
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
次
期
開
催
県
は
秋
田
県
に

決
定
し
て
お
り
ま
す
。

第
一
部
　
式
典

第
二
部
　
記
念
講
演
　

　
演
題
　「
小
企
業
向
け
金
融
と
政
策
金
融
改
革
」

　
講
師
　
国
民
金
融
公
庫
総
裁
　
薄
井
　
信
昭
 氏

第
三
部
　
基
調
講
演

　
演
題
　「
中
央
情
勢
報
告
　
青
色
申
告
会
組
織

　
　
　
　
の
活
性
化
と
再
構
築
」

　
講
師
　
全
国
青
色
申
告
会
総
連
合

　
　
　
　
　
　
専
務
理
事
　
山
本
　
幸
治
 氏

第
四
部
　
懇
親
交
流
会
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金
融
部
会
（
木
村
章
部
会
長
）
で

は
、
天
童
市
助
役
武
田
貞
夫
氏
を
講

師
に
、
会
員
研
修
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
第
五
次
天
童
市
基
本
計
画
の
後
期

基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
た
こ
と
を
う

け
、
当
市
に
お
け
る
今
後
の
土
地
区

画
整
理
事
業
と
広
域
連
携
の
路
線
整

備
に
つ
い
て
、
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

大
変
興
味
深
い
話
題
で
あ
り
、
質
疑

応
答
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
活
発
な
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
税
制
改
正
」
と
「
最
近
の

金
融
状
況
に
つ
い
て
」
会
員
が
講
師

と
な
り
、
研
修
を
行
い
ま
し
た
。。

　
研
修
会
終
了
後
交
流
会
を
行
い
、

様
々
な
業
種
の
方
々
と
情
報
交
換
を

し
、
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
（
社
）
山
形
法
人
会
天
童
支
部
（
支

部
長
　
水
戸
部
秀
一
）
で
は
、
九
月

二
十
七
日
（
水
）
に
会
員
親
睦
事
業
と

し
て
〝
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
〟
を
開

催
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
み
な
さ
ん

は
総
勢
三
十
三
名
、
時
間
通
り
に
目

的
地
に
出
発
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
最
初
に
訪
れ
た
の
は
ワ
イ
ン

製
造
工
場
。
ち
ょ
う
ど
季
節
柄
収
穫

さ
れ
た
ぶ
ど
う
の
ワ
イ
ン
を
試
飲
で

き
る
と
あ
り
、
出
来
立
て
の
美
味
し

さ
に
お
代
わ
り
す
る
方
も
い
ま
し
た
。

　
次
に
向
か
っ
た
の
は
、
昨
年
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
村
尾
」
で
す
。
到
着
す
る

と
直
ぐ
に
温
泉
に
案
内
さ
れ
、
内
風

呂
、
露
天
風
呂
な
ど
で
汗
を
流
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
昼
食
を
取
り
な
が

ら
参
加
者
の
方
は
お
互
い
に
交
流
を

図
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
近
く
の
上

山
城
や
足
湯
な
ど
思
い
思
い
に
時
間

を
過
ご
し
て
一
行
は
岐
路
に
つ
き
ま

し
た
。

茄
荷

禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾

日帰りバスツアーを開催
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私
の
健
康
法
と
い
う
の
か
？
ス
ト
レ
ス
解
消
法
と
い
う
の

か
？
考
え
て
み
れ
ば
、
二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
は
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
。
き
っ
か
け
は
、
主
人
が
糖
尿
病

の
血
筋
。
運
動
を
し
な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
、
ジ
ム
に
通
う

こ
と
に
な
り
、
じ
ゃ
私
も
健
康
と
痩
せ
る
た
め
に
と
、
つ
い
て

い
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
今
ま
で
習
い
事
は
三
日
坊
だ
っ
た

の
に
、
エ
ア
ロ
は
何
故
か
十
年
続
い
て
い
ま
す
。
音
楽
に
合
わ

せ
て
体
を
動
か
す
こ
と
と
、
大
汗
を
か
く
快
感
が
何
故
か
性
に

あ
っ
て
い
ま
す
。
ま
ぁ
、
体
重
も
か
な
り
落
ち
た
し
、
エ
ア
ロ

を
し
て
い
る
一
時
間
は
仕
事
の
事
も
忘
れ
ス
ト
レ
ス
解
消
。
一

石
二
鳥
で
す
ね
。（
笑
）

　
だ
だ
、
最
近
は
大
好
き
な
エ
ア
ロ
も
週
に
一
回
行
く
の
も
ま

ま
な
ら
ず
、
暫
く
い
か
な
い
と
体
調
が
悪
く
な
り
、
も
う
体
に

し
み
つ
い
て
い
る
と
い
う
か
？
や
っ
ぱ
り
健
康
法
だ
っ
た
ん
で

す
ね
。

　
も
う
一
つ
は
お
犬
様
の
散
歩
。
彼
は
三
年
前
に
我
が
家
の
家

族
。
息
子
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
の
一
年
は
育
児
ノ
イ
ロ
ー
ゼ

に
か
か
る
と
思
う
ほ
ど
手
を
や
き
ま
し
た
が
（
笑
）
今
は
か
わ

い
く
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
夜
は
帰
り
が
お
そ
い
の
で
、
散
歩

は
主
人
。
私
は
朝
の
散
歩
が
役
目
。
こ
れ
が
ど
ん
な
に
眠
く
て

も
、
ど
ん
な
に
寒
く
て
も
彼
に
起
こ
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
三
年

毎
朝
で
す
。
お
か
げ
で
早
寝
、
早
起
き
に
な
り
ま
し
た
し
、
三

十
分
の
お
散
歩
は
周
り
の
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
な
が
ら
、

や
っ
ぱ
り
健
康
法
で
す
ね
。

　㈱JTB東北天童支店 支店長

　　　酒　井　香奈子さん
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パイオニア・レッドウィングス

モンテディオ山形

東北楽天  ゴールデン・イーグルス
　秋晴れの下、昨日（９月９日・10日の両日）開催された楽天対巨人の試合にて縁福達磨Miniのプレゼントを行ないました。巨人戦が
開催されるということで、今までにない入場者数で９日は3,471人、10日は2,441人と山形県で開催された２軍の試合では、過去最高の
入場者数を記録いたしました。そのおかげか準備した縁福達磨500個は両日とも入場開始より30分とたたずに配布が終了しました。プ
レゼントを受け取った入場者より異口同音に「かわいい」「販売はしないのですか」などの声が聞かれるほどの人気がありました 。ま
た、７月に若松寺において祈願祭及び贈呈式の席上で楽天チームに贈呈された、特大縁福達磨も会場入り口に展示されました。

■問い合せ先／
　社団法人山形県スポーツ振興
　21世紀協会　TEL023－635－9290

楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽天天天天天天天天天天天天天天天天達達達達達達達達達達達達達達達達磨磨磨磨磨磨磨磨磨磨磨磨磨磨磨磨MMMMMMMMMMMMMMMMiiiiiiiiiiiiiiiinnnnnnnnnnnnnnnniiiiiiiiiiiiiiiiののののののののののののののののププププププププププププププププレレレレレレレレレレレレレレレレゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼンンンンンンンンンンンンンンンン楽天達磨Miniのプレゼントトトトトトトトトトトトトトトトト

外野スタンドへも大入り 楽天だるまMiniのプレゼント（子供達に大人気）二軍戦としては過去最高

　８月26日・27日、宮城県利府町立総合体育館にて、第33回東北総体、並びに今年９月末から開
催される「のじぎく国体」（兵庫）の東北予選大会が行われました。
　パイオニア・レッドウィングスは初日に青森、福島をそれぞれストレートで下し、翌日の決勝
では来年の秋田国体に向け強化している秋田チームと対戦し見事３－０と圧勝、５年連続11回目
の優勝を飾り、国体への切符を手にしました。

　パイオニア・レッドウィングスは９月４日（月）天童市内の幼稚園・保育園で選手による「本の
読み聞かせ」を開始しました。
　これは吉田監督が提唱した「地元との交流を大事にし、地域に愛されるレッドウィングスを目
指す」主旨に沿い、手始めにリーディングブック（本の読み聞かせ）活動として具体化したもの
です。４日に始まり６日まで天童市内10ヶ所の幼稚園・保育園を選手２名が訪問し、絵本の読み
聞かせやバレーボールを使っての遊びなどで園児と交流を深めました。

１日目
　パイオニア  VS  青森
　　　　　25 － 11
　　　　　25 － ２

　パイオニア  VS  福島
　　　　　25 － 16
　　　　　26 － 24

２日目
　パイオニア  VS  秋田
　　　　　25 － 23
　　　　　25 － 18
　　　　　25 － 19

対
戦
表

■やまがた“子ども夢未来宣言”モンテディオ山形少年少女サッカー教室参加者募集
趣　　旨／やまがた“子ども夢未来宣言”の実現への取り組みと、モンテディオ山形ホームゲーム２万人動

員キャンペーンの一環として、多くの観客に囲まれたピッチで少年少女のサッカー教室を開催し
ます。この山形からワールドカップなどへの日本代表選手が輩出されることと、やまがたの子ど
もたちが世界に羽ばたく夢と希望をもってくれることを期待します。

主　　催／社団法人山形県スポーツ振興21世紀協会
共　　催／山形県教育委員会
日　　時／第２回：2006年10月21日（土）　14：00　モンテディオ山形VSサガン鳥栖戦の試合前
場　　所／山形県総合運動公園陸上競技場（べにばなスポーツパーク）※荒天時などは、体育館を使用予定
指　導　者／モンテディオ山形　普及担当コーチ　都　　修一、斎藤　武志
参加資格／山形県内の小学１年生から３年生までのサッカー経験のある児童（要引率者）
参加人数／30人定員（応募多数の場合は抽選となります。なお、参加決定案内は郵便にてお知らせいたします。）
参　加　費／無　料
申込方法／モンテディオ山形オフィシャルHPより申込用紙をダウンロードし、郵便またはFAXにてお申込く

ださい。（ダウンロードできない方は申込用紙をお送りしますのでご連絡下さい）
申込締切／第２回：2006年10月13（金）必着
内　　容／簡単なボール遊びとミニゲーム。
　　　　　（終了後は、選手とともに手をつないで入場するエスコートKid'sを務めていただきます）
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ち
ょ
っ
と
難
い
話
に
な
り
ま
す
が
、
今
か

ら
三
十
七
年
前
、
昭
和
四
十
四
年
六
月
に
新

都
市
計
画
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
条
、

目
的
に
「
都
市
計
画
の
内
容
及
び
そ
の
決
定

手
続
き
、
都
市
計
画
制
限
、
都
市
計
画
事
業

そ
の
他
都
市
計
画
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
、

都
市
の
健
全
な
発
展
と
秩
序
あ
る
整
備
を
図

り
、
も
っ
て
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
と
公
共

の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
」
と
あ
り
、
基
本
理

念
と
し
て
都
市
の
生
活
と
農
林
業
の
健
全
な

調
和
と
、
土
地
の
合
理
的
な
利
用
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
法
律
の
制
定
当
時
の
こ
と
を
思
い
出

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
山
形
広
域
都
市
計
画

区
域
と
し
て
三
市
二
町
（
山
形
、
天
童
、
上

山
、
山
辺
、
中
山
）
が
動
き
出
し
ま
し
た
。

「
市
街
化
区
域
」（
市
街
化
を
促
進
す
る
区
域
）、

「
市
街
化
調
整
区
域
」
（
市
街
化
を
抑
制
し
農

林
業
に
活
用
）
。
い
わ
ゆ
る
「
線
引
き
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
都
市
近
郊
の
農
家
は

競
っ
て
農
地
を
市
街
化
区
域
に
編
入
す
る
よ

う
各
界
、
各
層
に
働
き
か
け
ま
し
た
。
但
し
、

こ
の
法
律
の
趣
旨
は
市
街
地
の
農
地
に
「
宅

地
並
み
課
税
」
を
す
る
と
言
う
も
の
で
し
た
。

優
良
な
宅
地
を
供
給
し
良
好
な
都
市
環
境
、

居
住
環
境
を
促
進
さ
せ
る
目
的
で
し
た
が
、

市
街
化
編
入
大
賛
成
、
宅
地
並
み
課
税
大
反

対
、
い
ま
だ
に
三
大
都
市
圏
以
外
で
は
実
施

さ
れ
て
い
な
い
現
状
だ
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

土
地
区
画
整
理
事
業
が
な
さ
れ
住
宅
が
建
ち

な
ら
ぶ
一
角
に
農
地
が
あ
り
、
野
菜
が
生
産

さ
れ
て
い
る
所
を
見
る
と
「
お
前
も
か
」
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の
市
街
化
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
地

域
に
は
、
十
二
の
用
途
地
域
（
紙
面
の
都
合

上
割
愛
）
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

は
住
宅
用
地
、
商
業
用
地
、
工
業
用
地
等
の

土
地
の
有
効
活
用
と
良
好
な
建
築
環
境
形
成

の
た
め
に
建
ペ
イ
率
、
容
積
率
な
ど
細
部
に

亘
り
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
は
何
の

指
定
区
域
に
お
住
ま
い
か
お
わ
か
り
で
す
か
。

こ
れ
ら
の
規
制
は
、
法
的
に
は
都
市
計
画
審

議
会
に
か
け
ら
れ
、
市
民
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
委
員
の
方
々
の
意
見
を
聞
き
、
何
日
か
の

公
示
期
間
を
経
て
施
行
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
審
議
会
の
委
員
に
、
こ
の
法
律
を
日
々

市
民
に
啓
蒙
、
指
導
、
運
用
し
て
街
づ
く
り

に
参
加
、
協
力
し
て
い
る
私
た
ち
建
築
士
や
、

土
地
斡
旋
業
の
不
動
産
関
係
者
を
、
是
非
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
以
前
か
ら
嘆
願

し
て
い
ま
す
。
定
員
の
関
係
上
、
天
童
市
の

条
例
を
改
正
し
な
い
と
叶
わ
な
い
と
の
こ
と
。

「
市
民
が
主
役
」と
い
う
の
な
ら
是
非
条
例
を

改
正
し
、
参
画
さ
せ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

こ
れ
が
私
の
も
う
一
つ
の「
街
づ
く
り
の
夢
」

で
す
。
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株式会社　イイダ設計

　代表　村　山　征　彦 さん

　
人
口
が
伸
び
活
力
あ
る
天
童
市
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
大
変
難
し
い
状
況

に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
想
い
や
考
え
方
を
自
由
な
発
想
で
述
べ
て
い
た
だ
く
コ
ー

ナ
ー
と
し
て
、
一
年
間
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

嵯 差左

嵯 差左
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い
よ
い
よ
本
格
始
動
概

　
第
十
二
回
平
成
鍋
合
戦
概

　
九
月
七
日
、
商
工
会
議
所
内
会
議
室
に
お

い
て
天
童
冬
の
陣
「
第
十
二
回
平
成
鍋
合
戦
」

実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
熊
澤
豊
実
行
委
員
長
か
ら
「
こ
れ

か
ら
仕
事
と
準
備
の
両
立
で
忙
し
く
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
力
を
合
わ

せ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ

た
。

　
今
回
の
会
議
で
は
各
部
隊
の
準
備
事
項
と

進
捗
状
況
の
確
認
が
行
わ
れ
、
三
ヶ
月
後
に

迫
っ
た
天
童
の
冬
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
の

成
功
に
向
け
て
、
青
年
部
一
丸
と
な
つ
て
準

備
を
す
る
事
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。
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平成18年度

「小学生（環境・ゴミ問題）
  作文・絵画コンクール」審査会開催

女性会
　
九
月
十
九
日
に
第
十
二
回
「
小

学
生
環
境
ゴ
ミ
問
題
　
作
文
・
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
市
内

小
学
校
よ
り
、
作
文
三
十
五
点
、

絵
画
百
四
十
六
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
作
文
八

点
、
絵
画
十
一
点
の
入
賞
作
品
が

決
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
リ
サ
イ

ク
ル
を
題
材
に
し
た
作
品
が
数
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
夏
は
打
ち
水
が
話
題
に

な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
周
知

は
浅
く
、
昔
の
知
恵
を
見
直
す
時

で
す
。
で
き
る
こ
と
か
ら
地
球
に

い
い
こ
と
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
九
月
十
五
日（
金
）天
童
市
議
会
一
般
質
問
（
二
日
目
）

を
傍
聴
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
議
会
傍
聴
を
し
た
参
加
者
か
ら
は
、
自
分
の
納

め
て
い
る
税
金
が
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、

議
員
が
ど
の
よ
う
な
質
問

を
す
る
の
か
、
改
め
て
知

る
機
会
が
で
き
て
良
か
っ

た
と
い
う
感
想
を
頂
き
ま

し
た
。
議
会
は
開
会
か
ら

閉
会
ま
で
ほ
と
ん
ど
全
て

傍
聴
で
き
ま
す
。
み
な
さ

ん
も
一
度
は
議
会
傍
聴
に

行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

天
童
市
議
会

天
童
市
議
会

　
　

傍
聴
に
行
き
ま
し
た

傍
聴
に
行
き
ま
し
た

天
童
市
議
会

　
　

傍
聴
に
行
き
ま
し
た

青
年
部
だ
よ
り

平成18年度入賞者名簿
絵画の部作文の部賞

天童中部小　６年

 黒 　 田 　 葉 　 月 
くろ だ は づき

高擶小　６年

 萩  生  田 　 美  紀  子 
はぎ う だ み き こ

全国商工会議所女性会連合会
　　　　　　　会　長　賞

成生小　５年

 滝 　 口 　 理 　 渚 
たき ぐち り な

天童中部小　２年

 半 　 田 　 惟 　 織 
はん だ い おり天　童　市　長　賞

天童中部小　４年

 古 　 澤 　 凱 　 斗 
ふる さわ かい と

津山小　６年

 遠 　 藤 　 歌 　 織 
えん どう か おり

天童市教育委員会
　　　　　教　育　長　賞

天童北部小　５年

 佐 　 藤 　 真  優  子 
さ とう ま ゆ こ

天童商工会議所会頭賞
津山小　６年

 武 　 田 　 奈  那  美 
たけ だ な な み

高擶小　６年

 五  十  嵐 　 夢 　 衣 
い が らし ゆ い

高擶小　３年

 布 　 施 　 遥 　 平 
ふ せ よう へい

天童商工会議所女性会
　　　　　　　会　長　賞

長岡小　６年

 髙 　 橋 　 怜 　 子 
たか はし れい こ

蔵増小　６年

 松 　 田 　　　 翔 
まつ だ しょう

山口小　６年

 森 　 谷 　　　 麗 
もり や うらら

天童南部小　６年

 高 　 梨 　 結 　 木 
たか なし ゆ き

天童中部小　６年

 鈴 　 木 　 僚 　 将 
すず き りょう すけ

天童中部小　６年

 川 　 瀬 　 愛 　 乃 
かわ せ あい の

成生小　４年

 須 　 藤 　 大 　 樹 
す とう たい き

高擶小　６年

 渡 　 辺 　 弘 　 一 
わた なべ こう いち

高擶小　６年

 高 　 柳 　 大 　 地 
たか やなぎ だい ち

Title:P12-13_てんどう.ec8 Page:13  Date: 2006/10/03 Tue 19:18:48 



　
去
る
九
月
二
十
三
日
（
土
）
、
秋
晴
れ
の
好

天
の
な
か
、
天
童
市
老
野
森
野
球
場
を
中
心

会
場
と
し
て
職
場
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
山
形
地

区
社
会
保
険
委
員
会
天
童
支
部
が
主
催
す
る

大
会
で
、
今
年
度
は
十
六
チ
ー
ム
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　
一
回
戦
か
ら
引
き
分
け
と
な
り
、
ジ
ャ
ン

ケ
ン
で
勝
敗
を
決
め
た
試
合
も
あ
っ
て
喚
起

が
沸
き
起
こ
る
場
面
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
優
勝
に
輝
い
た
の
は
日
新
製
薬
㈱

チ
ー
ム
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

結
果
は
ご
覧
り
通
り
で
す
。「
選
手
の
皆
さ
ん

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。
す
ば
ら
し
い
大
会

で
し
た
」
と
、
天
童
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

の
奥
山
会
長
か
ら
講
評
を
い
た
だ
い
て
幕
を

閉
じ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　 

　
今
年
で
五
十
五
回
目
を

む
か
え
た
東
北
珠
算
競
技

大
会
。
珠
算
は
計
算
力
の

向
上
は
も
と
よ
り
、
忍
耐

力
・
集
中
力
・
記
憶
力
が

養
わ
れ
る
日
本
古
来
の

「
そ
ろ
ば
ん
」と
し
て
改
め

て
見
直
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
日

本
商
工
会
議
所
を
は
じ
め

と
す
る
各
地
商
工
会
議
所

で
は
、
珠
算
技
術
の
振
興

を
図
る
た
め
に
各
種
の
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
二
十
七
年
以
来
、

東
北
六
県
持
ち
回
り
で
開

催
し
て
い
る
本
大
会
で
す

が
、
今
年
は
去
る
九
月
十

日（
日
）、
山
形
県
天
童
市
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
一
般
の
部
、
学
校
の
部
（
中
学
校

と
高
校
）、小
学
校
の
部
と
三
部
門
に
分
か
れ
、

二
二
九
人
の
選
手
が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
ろ
ば
ん
東
北
一
に
は
土
屋
宏
明
さ
ん

（
宮
城
）、
六
県
対
抗
競
技
で
は
宮
城
県
が
優

勝
と
い
う
結
果
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
本
県

か
ら
は
、
個
人
総
合
競
技
一
般
の
部
「
優
良

賞
」
に
奈
良
英
祐
さ
ん
が
入
賞
、
ま
た
、
団

体
競
技
小
学
校
の
部
で
は
川
西
町
立
小
松
小

学
校
が
三
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
次
年
度
は
宮
城
県
で
の
開
催
予
定
で
す
。
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「優良賞」に輝いた奈良さん
（山形県代表） 奮闘する山形県チーム

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
到
来…〜

山
形
地
区
社
会
保
険
委
員
会
天
童
支
部
主
催
〜

職
場
対
抗  

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

優
　
勝
　
日
新
製
薬
㈱

準
優
勝
　
三
協
オ
イ
ル
レ
ス
工
業
㈱

第
三
位
　
㈱
多
田
木
工
製
作
所

　
〃
　
　
㈱
大
黒
屋

最
優
秀
選
手
賞

　
工
藤
　
大
輔
（
日
新
製
薬
）

敢
闘
賞

　
奥
山
　
敏
昭
（
三
協
オ
イ
ル
レ
ス
工
業
）

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

天童市ソフトボール協天童市ソフトボール協会会
奥山会長あいさ奥山会長あいさつつ
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総 会 員 数
1,883（個人1,087・法人781・団体15）

平成18年９月１日現在

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

10月の花（コスモス）乙女の純潔・乙女の心情
　　　　　　　　　　真心・調和・美麗

表紙の花

税務相談（毎月１回）
日　時 平成18年10月10日（火）
 午後１時30分～午後４時
場　所 天童商工会議所　２Ｆ相談室
相談員 東北税理士会山形支部所属の市内税理士

　　　≪11月のご案内≫　

　　日　時　平成18年11月13日（月）
　　　　　　午後１時30分～午後４時
　　場　所　天童商工会議所　２Ｆ相談室

社会保険・年金相談（毎月１回）
日　時 平成18年10月３日（火）
 午前10時～午後４時
場　所 天童商工会議所　２Ｆ相談室
相談員 山形県社会保険労務士会山形支部所属の
 社会保険労務士

　　　≪11月のご案内≫　

　　日　時　平成18年11月７日（火）
　　　　　　午前10時～午後４時
　　場　所　天童商工会議所　２Ｆ相談室

　中小企業者のための金融相談を下記の通り開催します。
政府系の金融機関である国民生活金融公庫の担当者が対
応します。是非、お気軽にお越し下さい。
　尚、借入の相談・申込を希望される方は、事前のお問
合せをお勧めします。

日　時 平成18年10月10日（火） 午前10時～午後３時

場　所 天童商工会議所

問合せ 当所の中小企業相談所　TEL  654-3511

金融相談日（１日公庫）のご案内
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